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平成30年11月9日 

 

福生市議会議長 杉山行男 様 

 

市民厚生委員会委員長 堀 雄一朗 

 

 

平成30年度 福生市議会市民厚生委員会視察報告書 

 

 

 本委員会は、平成30年度行政視察を次のとおり実施しましたので、報告いたします。 

 

 

１ 視察日程  

平成30年10月３日（水）～４日（木） 

 

 

２ 視察先及び目的  

（１）岐阜県瑞穂市 

  高齢者タクシー利用助成について 

 

（２）滋賀県湖南市 

  発達支援システムについて 

 

 

３ 視察参加者  

委 員 長：堀 雄一朗  

副委員長：幡垣 正生  

委 員：五十嵐 みさ 

委 員：奥富 喜一 

委 員：串田 金八 

委 員：杉山 行男 

随 行 青島 祐太朗 （議会事務局庶務係）  
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岐阜県瑞穂市 視察       【10月３日（水）】 

 

１ 市の概要（平成30年5月現在） 

 

（１）面 積 28.19㎢ 

（２）人 口 54,373人 

（３）世帯数 21,034世帯 

（４）概 要 瑞穂市は、濃尾平野の北西、岐阜市と大垣市にはさまれて位置し、東に

は長良川、西には揖斐川が流れ、輪中と呼ばれる水郷地帯で、東海道新

幹線を使えば、東京まで3時間、大阪まで1時間半の交通至便の地となっ

ています。過去には、洪水被害が繰り返された歴史があることから、消防

団が水防団も兼ねており、水害時には消防団が水防団として参集します。

近年は、国による治水対策も進み、水害が少なくなったこともあり、名古

屋・大垣・岐阜等の都市への交通利便性が高いことから、人口が増えてい

ます。高齢化率については、平成29年には20.6％と上昇しているものの、

全国や岐阜県の平均を下回っています。 

 

２ 視察概要  

   

＜視察目的＞ 

 

瑞穂市は、市内の免許を所有しない世帯における75歳以上の高齢者で一定の条件に該

当する方へ、タクシーチケット（乗車１回あたり５４０円分を最大２４枚）を発行して助成を行

い、高齢者における社会生活の範囲を広げることにより福祉の増進を図っています。 

外出困難な高齢者の交通手段の確保、外出機会の増加を目的とした生活支援を行う事

業の効果と実施状況を調査しました。 

 

＜調査事項＞ 

 

１・事業を行うに至った経緯について 

 

  ○背景として・・・・ 

・平成28年度に行った介護保険事業計画アンケート内容から 

・・・・交通手段の支援・外出支援の要望が比較的多く見られた。 

・高齢者の健康的な生活・・高齢になったからといって、自宅に閉じこもったり、これ 

までの関係性を断ち切るのではなく、本人ができることを尊重し（家族だけでなく）地

域や友人など本人ができること、やりたいことなどを通じ社会参加を行うことが重要

（→地域包括ケアの考え） 
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・高齢者の自動車事故の増加を受け運転免許証の更新や返納に関しての制度改正 

・これから将来にわたり市の高齢者数が増加していく(現在65歳以上約11,000人) 

 

○上記の背景から平成28年度、市民の交通手段ということからも合わせて、認識・議論

が高まり、他市町の取組状況なども調査し、平成29年10月から実施。 

  

２・事業概要及び予算について 

 

○事業概要・・瑞穂市在住の満75歳以上で以下の条件に該当する方に、540円のタクシ

ー助成券を年間24枚交付しています。 

 

① 本人及び同一世帯で自動車運転免許を有していない 

② 住民税非課税世帯で、住民税、医療保険料、介護保険料の滞納のない方 

③ 入院・入所をしていない 

④ 市の重度障害者社会参加助成、障がいに係る自動車税または軽自動車税の減免を

受けていない 

 

○平成29年度予算（執行額） 

 

・印刷製本費 54,000円（35,640円） チケット乗車券 150冊※24枚綴り 

・助成費    1,920,000円(217,620円) 

・利用者 59名※申請者73名 

 

○平成30年度予算（執行額） 

 

・印刷製本費 47,000円（36,450円） チケット乗車券 150冊※24枚綴り 

・助成費    1,620,000円(187,920円) 

・前年度から追加利用者 10名※申請者13名 

 

３・市内交通機関の利用状況について 

 

・JR東海道本線 穂積駅→大垣駅・岐阜駅・名古屋駅 

  乗降客：9,094人×２/日(岐阜県内第4位,平成29年度) 

・樽見鉄道 美江寺駅・十九条駅・横屋駅→大垣駅 

  乗降客：254人×２/日(平成29年度) 

・みずほバス(コミュニティバス) 

  利用客：268人/日(平成30年度平均,8月現在) 

・バス←穂積駅  安八町穂積線 大野・穂積線  
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４・バス・タクシー事業者等との協議等について 

 

・バス会社とは特に協議なし 

・タクシー事業者 

  平成28年8月に説明会 39社に案内し35社が参加 13社と協定を締結。  

 

５・高齢者タクシー利用助成事業実施の効果について 

 

  ・助成実施により一定の効果があった。 

  ・事業開始後「条件面で厳しいのではないか」「病院や買い物に行く回数からみると少な

いのでは・・」等の意見を頂いているが、将来的な高齢者の伸びや人口減少等を鑑み

て財政的な負担について考慮が必要。コミュニティバス事業や障がい者助成事業等と

のバランス等も見ながら、枠の拡大については慎重に検討を進めています。 

 

 

 

視察成果のまとめ 

福生市と自治体規模(人口等)が比較的近く、電車・バス・コミュニティバスの運行もされる

なか、更に高齢者タクシー利用助成制度を導入した瑞穂市に伺って、その経緯や他の公共

交通機関との関係、更には利用状況を聞くことができました。 

交通手段の支援・外出支援の要望が、介護保険事業計画アンケートの結果から見て取

れたこと、近隣自治体（岐阜県神戸町・大野町・本巣市等）でも、移動支援としてそれぞれ

の自治体でコミュニティバスやデマンドタクシーの運行がされるなか、併せてタクシー利用

助成制度が導入されている例もでてきたことから、この事業は実施されていました。 
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人口が増え続け、高齢化率も比較的低い状況にもかかわらず、高齢者福祉・健康増進・

運転免許返納の観点から、デマンド交通等も検討されたうえで、事業を開始されていました。

「助成対象と枠が厳し過ぎる」との声があるとのことですが、将来を見据え先駆的に現実的

な形で導入された事業でした。 

これから高齢者・障がい者等は増加し、車の所有は減少傾向に向かい、移動手段のニ

ーズも多様化することから、高齢者の移動手段の確保、外出支援の組み合わせについて

は、各自治体が工夫して取り組むべき課題となってきています。タクシー利用助成制度は、

その一つの手段として比較検討の対象となる制度であることが解りました。 
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滋賀県湖南市 視察       【10月４（木）】 

 

１ 市の概要（平成30年6月現在） 

（１）面 積 70.40㎢ 

（２）人 口 54,895人 

（３）世帯数 23,381世帯 

（４）概 要 湖南市は滋賀県南部に位置し、南端に阿星山系を、北端に岩根山系を望

む丘陵地で、これらの丘陵地に囲まれて中央を野洲川が流れています。 

野洲川付近一帯には平地が開け、水と緑に囲まれた自然環境に恵まれ

た地域となる場所には、工業団地も立地しています。交通においては、国

道１号とＪＲ草津線が地域を東西に走り、京阪神の都市圏への通勤通学に

も便利なことから、住宅地開発が継続しています。 

 

２ 視察概要  

 

＜視察目的＞ 

 

乳幼児期から学齢期、就労期における、福祉・医療等関係機関の連携した個別指導計

画と特別支援教育に関して、厚生労働省が示すモデル事例となった取組みを広範に行って

きた自治体であることから、その事業と効果を調査しました。 

 

＜調査事項＞ 

 

１・ 事業を行うに至った経緯について 

   

  ○発達支援システムの立ち上げ 

平成11年 13,000人の署名が甲西町長へ 

平成14年 発達支援システムの開始と発達支援室と発達支援センターの開所 

平成17年 湖南市障がい者就労支援検討会の設置 

障がい者雇用推進協議会の設置 

平成18年 障害のある人が地域でいきいきと生活できるための自立支援に関する

湖南市条例制定  

 

２・事業概要について 

 

湖南市発達支援システムは、障がい者及び発達に支援の必要な人に対し、乳幼

児期から学齢期、就労期まで、保健・福祉・医療・教育・就労の関係機関の横の連携

による支援と、個別の指導計画による縦の連携による支援を提供するシステム。 
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３・発達支援室の役割について 

 

支援システム構築のねらいを達成するため、発達支援室は、支援体制を統括。 

      １・「今」の時点での、安心と支援の充実 

○１人１人のニーズに応じた支援 

○個別の指導計画や個別支援移行計画の作成・引継ぎによる支援の継続性 

○専門性の向上と支援の充実 

２・「将来」を見据えた支援 

○発達支援室の設置・・・保健、福祉、教育、就労の連携 

○就労を目指した支援の継続性 
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４・事業実施の効果等について 

 

 早期発見・早期対応により、発達に支援の必要な子どもを見極め、その子を取り巻く

身近な大人に発達特性についての理解を促し、子どもの発達が促される環境づくりに

努めている。その結果、自立活動等の教育機会も早期に得られることから、社会で必

要な社会的スキルを身につけることにつながっている。 

 

湖南市の合理的配慮実施率 

＊個別の指導計画作成率(校園在籍比率) ※平成30年１月 

・３歳児 ・・・１５．２％（通園率７９．６％） 

・４歳児 ・・・２３．７％（通園率８８．０％） 

・５歳児 ・・・２８．７％（通園率９１．６％） 

 

・小学生 ・・・１９．６％(通常学級・支援学級) 

・中学生 ・・・１６．９％(通常学級・支援学級) 

＊個別の指導計画・支援移行計画引き継ぎ率 

・高校等へ ・・２１．４％ 
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５・職員体制・専門職人材の配置と確保等について 

 

●健康福祉部→社会福祉課→発達支援室 

 職員体制 

 ◎発達支援システム統括・個別対応 

   室長（教頭職：市教委指導主事経験者） 

   発達相談員（母子保健・健康推進担当経験者） 

   保健師（障がい福祉担当経験者） 

 ◎発達相談・療育教室 

   発達相談員・・・正職２人、嘱託１人 

   保育士・・・・正規１人、嘱託１人、臨時１人 

 ◎館管理者・・・臨時１人 

 

６・その他 

     

義務教育終了後の相談・支援 

 ・中高引き継ぎ会の実施 

 ・人権擁護課(学校教育課)による年数回の高校等訪問 

 ・発達支援室での相談業務(本人・家族・支援者) 

 ・発達支援室での社会的スキルについての個別対応および家族支援 

 ・保健・心理・教育の担当者によるきめ細かな支援 

 ・他機関との連携による就労支援・生活支援(福祉サービス等の提案) 

 

湖南市障がい者就労情報センターの役割 

 

 身近な地域において就労に関する情報を一元的に集約・提供し、人と仕事とのマ

ッチングを図ることで就労支援の効率化と企業の負担軽減を図り、障がい者の働く

機会を拡大する。 

 

  ●「仕事」の開拓 

   ・企業からの情報収集 

    採用予定(実習生含む)、作業外注（施設外授産含む）、求人予定 

   ・就労支援事業所等からの情報収集 

    就労予定者（実習含む）、作業受注（施設外授産含む） 

  ●情報提供活動 

   ・企業、就労支援事業所・学校等に対する就労情報の提供 

  ●連絡調整活動 

   ・ハローワークへの連絡、紹介 
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   ・働き暮らし応援センターへの連絡 

   ・実習、作業外注、就労等の調整 

   ★企業訪問（障がい者就労啓発） ３０８回 平成29年 

 

 

 

視察成果のまとめ 

湖南市で独自に築き上げられた「発達支援システム」は、厚生労働省でも「障害児支援

の在り方に関する検討会」でも取りあげられたモデル的事業として名を馳せています。視察

受入を制限せざるを得ない状況となっているほどで、限られた日程での対応となっていまし

たが、幸い日程調整がつき貴重な機会を得ることができました。 

児童発達支援と特別支援教育の連携、早期発見・早期対応から学齢期へのつなぎ、学

齢期からそれ以降へのつなぎ、これらの連携と職員体制は参考となりました。福祉保健部・

社会福祉課に発達支援室を設置すること、その室長は市教委指導主事経験者ということが、

職員体制と連携のポイントかと思われました。 

福生市でも、急ピッチで整えてきた発達障がいの方への特別支援や合理的配慮ですが、

その効果や成果について現時点では、定量的な効果を十分には確認できていなかったこと

から、先進自治体でその効果を確認できたことは、最大の成果であったと考えます。 

また先進的取組から見えてきたものは、発達障がいの方の就労支援・生活支援の困難

であること、今度はそこから振り返ることで、効果的な支援システムの構築に取り掛かって

いると伺い、その取り組み姿勢に感銘を受けると共に敬服致しました。 

自治体規模からみても、潤沢な事業費があったから可能なモデル事業というわけではな

く、人材確保さえできれば、構築可能なシステムであることを確認できました。 


